
市
報

N
o.1085 令

和
6

年
8月

1日
発

行
「

未
来

へ
つ

な
ぐ

～
ひ

と
・

ま
ち

・
自

然
～

」

インターネット
情報提供サービス
SNSやウェブサイトで様 な々
情報発信を行っています。
ぜひ、ご覧ください。

アプリ「カタログポケット」

市報・防災ブック　多言語対応

アプリ「マチイロ」

市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!
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化
財
に
関
す
る
問
い
合
わ
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ポ
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２
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）

市報のおがた　20

□転入  150 人　□転出  144 人
□出生    29 人　□死亡    44 人

　令和 6 年 6 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　54,945 人（ － 478）
　〔うち外国人 768 人〕
　　男　26,041 人  （ － 196）
　　女　28,904 人  （ － 282）
■世帯数　27,796 世帯（+126）

　
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
建
造
物

　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
建
立
し
た
建

造
物
で
現
存
す
る
次
の
二
つ
は
平
成
三
十
年

（
２
０
１
８
年
）に
国
指
定
史
跡
に
な
っ
た

貴
重
な
文
化
財
で
す
。「
筑
豊
炭
田
遺
跡

群
」と
し
て
田
川
市
の
三
井
田
川
鉱
業
所
伊

田
抗
跡
、飯
塚
市
の
目し

ゃ
か
の
お尾
炭
坑
跡
と
共
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
方
市
石
炭
記
念
館
本
館

　
（
旧
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
。

昭
和
六
三
年（
１
９
８
８
年
）に
直
方
市
指

定
文
化
財
）

　
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道

　
（
石
炭
記
念
館
の
背
後
の
高
台
に
あ
る
）

　
救
護
訓
練
施
設
の
歴
史

　

石
炭
の
採
掘
は
鉱
脈
を
求
め
て
時
代
が

進
む
に
つ
れ
て
地
中
深
く
ま
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、ガ
ス
爆
発
や
落
盤
な
ど
の
災
害

が
頻
発
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
個
別
の
炭

鉱
の
救
助
隊
で
は
対
応
で
き
ず
、他
の
炭
鉱

か
ら
の
応
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
明
治
四
三
年

（
１
９
１
０
年
）の
直
方
会
議
所
建
設
直
後

か
ら
災
害
発
生
時
の
罹
災
者
救
出
お
よ
び

復
旧
作
業
を
行
う
た
め
に
ド
イ
ツ・イ
ギ
リ

ス
の
高
価
な
救
命
器
を
常
備
し
、組
合
加
入

の
各
炭
鉱
か
ら
派
遣
さ
れ
た
救
護
隊
員
に

救
命
器
の
使
用
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
正
十一年（
１
９
２
２
年
）に「
筑
豊
石

炭
鉱
業
組
合
救
護
隊
練
習
所
」と
呼
称
し

救
護
隊
員
の
養
成
と
救
命
器
の
使
用
訓
練

を
体
系
的
に
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
わ
が

国
で
初
め
て
の
育
成
機
関
で
し
た
。

　

救
護
隊
の
訓
練
の
模
様
は
筑
豊
石
炭
鉱

業
組
合
が
撮
影
し
た
写
真
六
枚
が
組
合
の

設
立
し
た
筑
豊
鉱
山
学
校
に
教
材
と
し
て

寄
贈
さ
れ
、原
版
写
真
は
小
郡
市
の
九
州
歴

史
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
パ
ネ
ル
が
福

岡
県
立
筑
豊
高
校
校
舎
内
に
設
置
さ
れ
た

記
念
資
料
室
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
第一第
三
日
曜
日
午
後
公
開
）

　
ま
た
昭
和
十
年（
１
９
３
５
年
）に
筑
豊

鉱
山
学
校
で
開
催
さ
れ
た
筑
豊
石
炭
鉱
業

組
合
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
で
披
露
さ

れ
た
模
擬
救
護
練
習
の
記
録
映
画
も
Ｄ
Ｖ

Ｄ
化
さ
れ
て
写
真
と
共
に
見
学
で
き
ま
す
。

　
救
護
練
習
所
模
擬
坑
道
の
歴
史

　

明
治
四
五
年（
１
９
１
２
年
）に
救
命
器

の
検
査
と
使
用
練
習
用
の
木
造
煙
室
兼
練

習
室
が
国
内
で
初
め
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
九
年（
１
９
２
０
年
）に
は
煉
瓦
部

分
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
を
有
す
る
水

平
坑
道
が
完
成
、大
正
十
二
年（
１
９
２
３

年
）に
は
斜
坑
道
が
完
成
し
て
現
在
の
規
模

に
近
い
巨
大
な
模
擬
坑
道
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、全
国
の
産
炭
地
に
同
様
の
模
擬

坑
道
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
救
護
練
習
所

　
戦
時
下
の
統
制
政
策
の
た
め
昭
和
十
六
年

（
１
９
４
１
年
）筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
解

散
し
て
石
炭
統
制
会
が
発
足
し
、直
方
会
議

所
は
救
護
練
習
所
の
事
務
室
に
な
り
ま
し

た
。

　

昭
和
四
三
年（
１
９
６
８
年
）に
直
方
救

護
練
習
所
は
廃
止
さ
れ
、日
本
石
炭
協
会
九

州
支
部
か
ら
直
方
市
に
寄
贈
さ
れ
て
昭
和

四
六
年（
１
９
７
１
年
）に
直
方
市
石
炭
記

念
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

斜
坑
入
口
で
の
訓
練
写
真
は
隊
員
の
装

備
か
ら
昭
和
初
期
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

  
直
方
の
炭
鉱
の
歴
史

  
第
6
回

　

救
護
訓
練
施
設
の
整
備

第第113113回回

屋外での救助訓練
（九州歴史資料館所蔵）


